
（旧）大野木場小学校

眉 山

普 賢 岳

千本木地区を襲う火砕流

火砕流による被害を受ける水無川流域

【被害状況】
土石流 ６２回
火砕流 ９４３２回
死者・行方不明者 ４４人
建物被害 ２５１１棟
被害総額 ２２９９億円

出展：雲仙・普賢岳噴火災害復興10年のあゆ

み（発行H13.3）】

焼失した大野木場小学校
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79回発生

無人情報化施工ｼｽﾃﾑ

今もなお発生する土石流

島原半島ジオパークとの連携

島原防災塾の開催支援

小学校における防災学習支援

溶岩ドームの崩壊等を想定した大規模土砂合同防災訓練の実施

砂防施設の整備火砕流による被害

土石流による被害

平成噴火をきっかけに誕生した溶岩ドーム

動き続ける溶岩ドーム

溶岩ドーム対策

●噴火に伴う大量の火山噴出物

●ガリーの侵食により不安定土砂の増加

●降雨による土石流の発生

●18年間で南東方向に約 1.2m の移動を観測●巨大で不安定な状態の溶岩ドーム

北上木場 ・ 定点 （平成 23 年 5 月撮影）

平成 27年 6月 11日 11 時 30分頃

赤松谷川最上流カメラ映像

（平成 8 年撮影） （平成 19年撮影） （平成 23年撮影） （平成 27年撮影）

北上木場 ・ 定点 （平成 1 年 12月撮影）

水無川砂防堰堤嵩上げの進捗状況　

直径 2m 程度
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約18年半で溶岩ドームは

大野木場地区に向かって

約1.21m（6.5cm/年）動いている

山頂部に堆積する約１億m3の火山噴
出物（ヤフオクードームの約53杯分）
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焼山川砂防堰堤

千本木1号砂防堰堤

千本木2号砂防堰堤

南千本木2号砂防堰堤

南千本木1号砂防堰堤

千本木砂防施設展望所

北千本木1号砂防堰堤

北千本木2号砂防堰堤

北千本木3号砂防堰堤

垂木台地
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『収集する』 『管理する』

『発信する』

ケーブル
テレビジョン
島原で！

市の防災無線で！
雲仙復興事務所

及び
市のホームページで！

  通常施工範囲
（有人による工事）
  通常施工範囲
（有人による工事）

 無人化施工範囲
（無線による工事）
 無人化施工範囲
（無線による工事） 立入禁止区域

  （警戒区域）

平成2年 11 月 雲仙・普賢岳、九十九島火口より 198 年ぶりに噴火

平成3年  5 月

　　　　　6月

　　　　　9月

水無川で初めて土石流が発生

大規模火砕流発生（３日・８日）

水無川、湯江川、土黒川で土石流発生

大規模火砕流発生

平成4年  2 月

　　　　 11月

長崎県が『水無川砂防計画の基本構想』を発表

長崎県が『水無川砂防計画の基本構想の変更』を発表

平成5年  4 月 建設省が雲仙復興工事事務所を開設

平成6年  1 月 試験フィールド制度に基づく無人化除石工事を実施
（水無川３号遊砂地付近）

平成7年  9 月 水無川１号砂防堰堤工事に着手　平成10 年 2月完成

無人化施工による構造物の建設開始

平成8年  3 月 最後の火砕流（火砕流総数9,432 回）

平成9年  3 月 水無川２号砂防堰堤工事に着手　平成12 年 3月完成

平成11 年 9 月 ２年ぶりに水無川で土石流が連続発生

水無川２号砂防堰堤で流出土砂を捕捉（V= 約 10 万 ）

平成12 年 9 月 水無川３号砂防堰堤工事に着手　平成15 年 3月完成

世界発の無人化施工によるスリット型砂防堰堤の建設開始

平成13 年 3 月 赤松谷川１号砂防堰堤工事に着手　平成 17 年 9 月完成

無人化施工によるスリット型砂防堰堤の建設

平成18 年 2 月 赤松川床固工群（1～11 号）工事に着手 平成27 年 3 月完成

平成 27年 12 月 水無川４号砂防堰堤改築工事着手

平成 28 年 11 月 現在に至る。

無人測量システム無人測量システム

排土板制御システム排土板制御システム

ガイダンスシステムガイダンスシステム

転圧管理システム転圧管理システム

緩衝盛土

※断面拡幅は２号堰堤のみ

断面拡幅部

修景盛土

嵩上げ部

嵩上げ部嵩上げ部

水無川１号堰堤

水無川２号堰堤

既設砂防堰堤

3.0m

4.0m

2.6m

4.0m

湯江川床固工群（1-4号）

赤松谷川床固工群（1-11号）

水無川3号砂防堰堤

水無川2号砂防堰堤

水無川1号砂防堰堤

湯江川砂防堰堤

赤松谷川1号砂防堰堤

大野木場監視所 ●

水無川4号砂防堰堤
赤松谷川2号砂防堰堤

島原半島の雨量情報やカメラ映像

をリアルタイムで確認できます

撮影：平成27年12月
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極楽谷のガリー侵食の推移

噴火災害の歴史 噴火災害の伝承と防災教育

雲仙･普賢岳噴火災害 砂防施設等の整備 今も残る災害の爪痕


